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学会発表 （国内学会） 

1. 安岡秀剛、坂田康明、吉本桂子、桑名正隆、竹内勤．全身性硬化症におけ

る血小板の活性化状態と臨床的特徴との関連．第 62 回日本リウマチ学会
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2. 石井智徳、川口鎮司、石川治、竹森弘光、高澤徳彦、小林仁、安岡秀

剛、高橋裕一、小寺隆雄、高井修、中屋来哉、泉山朋政、齋藤真一郎、

鴨川由起子、藤田洋子、白井剛志、城田祐子、藤井博司、張替秀郎．
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8. 安岡秀剛、坂田康明、吉本桂子、竹内勤．関節リウマチの循環血中で

は血小板が活性化し疾患活動性と関連する．第 39 回日本炎症・再生医

学会、東京 2018年 7月 

9. 芦原このみ、鈴木雅司、長縄達明、梅田愛、胡桃沢芽久美、平野大介、

橋本貴子、西野譲、深谷修作、吉田俊治. 当科における ANCA 関連血

管炎の臨床的検討-第３報-.第 62 回日本リウマチ学会総会・学術集会、

東京 2018年 4月 

10. 尾都野信子、鈴木雅司、長縄達明、梅田愛、芦原このみ、胡桃沢芽久

美、平野大介、橋本貴子、西野譲、深谷修作、吉田俊治. 胸部 CT画像

を用いた膠原病関連間質性肺炎の定量的評価. 第 62回日本リウマチ学

会総会・学術集会、東京 2018年 4月 

11. 向井里美、西野譲、鈴木雅司、長縄達明、梅田愛、芦原このみ、胡桃

沢芽久美、平野大介、橋本貴子、深谷修作、吉田俊治. イグラチモドに

おける有用性および自己抗体を含む効果予測因子の検討. 第 62回日本

リウマチ学会総会・学術集会、東京 2018年 4月 

12. 鈴木雅司、橋本貴子、長縄達明、梅田愛、芦原このみ、胡桃沢芽久美、

平野大介、西野譲、深谷修作、吉田俊治. 血栓性微小血管障害を発症し

た全身性エリテマトーデスの一例. 第 62回日本リウマチ学会総会・学

術集会、東京 2018年 4月 

13. 梅田愛、西野譲、鈴木雅司、長縄達明、芦原このみ、胡桃沢芽久美、

平野大介、橋本貴子、深谷修作、吉田俊治. 当科の全身性エリテマトー

デス患者におけるミコフェノール酸モフェチルの使用実績の検討. 第

62回日本リウマチ学会総会・学術集会、東京 2018年 4月 

14. 橋本貴子、鈴木雅司、長縄達明、梅田愛、芦原このみ、胡桃沢芽久美、

平野大介、西野譲、深谷修作、吉田俊治. 全身性エリテマトーデスに対

するヒドロキシクロロキンの有効性及び安全性の臨床的検討. 第 62回

日本リウマチ学会総会・学術集会、東京 2018年 4月 

15. 長縄達明、深谷修作、鈴木雅司、梅田愛、芦原このみ、胡桃沢芽久美、

平野大介、橋本貴子、西野譲、吉田俊治. 関節リウマチの経過中に抗ト

ポイソメラーゼ-Ⅰ抗体陽性全身性強皮症を発症した２症例. 第 62 回

日本リウマチ学会総会・学術集会、東京 2018年 4月 
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16. 柳崎基、橋本貴子、鈴木雅司、長縄達明、梅田愛、芦原このみ、胡桃

沢芽久美、平野大介、西野譲、深谷修作、吉田俊治. 全身性強皮症の発

症早期に腎クリーゼ関連血栓性微小血管症(TMA)を合併した一例. 医

学部生・初期臨床研修医セッション. 第 62回日本リウマチ学会総会・

学術集会、東京 2018年 4月 

17. 鈴木雅司、橋本貴子、長縄達明、梅田愛、芦原このみ、胡桃沢芽久美、

平野大介、西野譲、深谷修作、吉田俊治. 血栓性微小血管障害を発症し

た全身性エリテマトーデスの１例. 第 234回日本内科学会東海地方会、

名古屋、2018年 2月 

18. 長縄達明、深谷修作、鈴木雅司、梅田愛、芦原このみ、胡桃沢芽久美、

平野大介、橋本貴子、西野譲、吉田俊治. 関節リウマチ発症が先行した

抗トポイソメラーゼⅠ抗体陽性全身性強皮症の2症例. 第234回日本内

科学会東海地方会、名古屋、2018年 2月 

 

 


